
 

 

2019 年 7 月 23 日 
菊川工業株式会社 

オーダー⾦属建材の菊川⼯業 
空調作業服 80 着を協⼒取付職⼈へ無償⽀給 
夏場の建築現場の熱中症対策と作業効率 UP を推進 

建築物の⾦属製内外装工事を⼿がける菊川工業株
式会社（本社：東京都墨⽥区、代表取締役社⻑：宇
津野嘉彦、以下菊川）は、協⼒関係である⾦属工事
の取付職人への熱中症対策として、フルハーネス対
応*1 の空調作業服（空調服）の無償支給を決め、
2019 年 7 月 18 日に菊川の東京オフィスにて贈呈
式を⾏ったことをお知らせします。この度の空調服
無償支給は、菊川の協⼒業者が組織する菊和会*3

の施工部会会員の希望者に対して 80 人分を配布す
るもので、会員の 85%をカバーしています。 
建設業は日中に屋外で作業をすることが多く、肉体を
使用する作業がメインとなるため、全産業の中でも熱中
症発症率が⾼い業種です。そのため、業界をあげて予防対策を⾏うなか、菊川は率先してその対策を推進
します。この活動は、働き方改革の一環として職場環境改善に繋がるとともに、夏場の生産性 UP にも寄
与するものと確信しています。 
*1 フルハーネス型墜落制⽌用器具*2 着用の義務化：厚生労働省が労働防⽌対策の重点施策として、建築業界の死亡事故で最も多い
「墜落・転落」を防⽌するため定めた。2019 年2 月より、6.75m 以上（建築現場では5m 以上推奨）の作業において例外なく適用。 
*2墜落制⽌用器具：今後フルハーネスを原則としていくことから、従来の一本つりのものと区別することも踏まえ、安全帯という用
語は使用しないことが、厚生労働省より通達されている。 
*3菊和会：昭和 37 年の発⾜以来、親睦融和と知識の向上、災害防⽌を推進することを目的としている。⾼度な技
術を必要とする菊川が請け負う⾦属製品の製作又は施工に対応する協⼒会社 32 社（2018 年末現在）が加盟。

■ 空調作業服（空調服）について 
空調服は、左右の腰周辺に着いた小型ファンにより、外気
を服の内側に取り込み、汗を蒸発させることによる気化熱
で体を冷やし、涼しく快適に作業を⾏うことができる作業
着です。汗によるべたつきや不快感も抑えることもできま
す。 
※空調服は株式会社セフト研究所及び株式会社空調服の商標です。 

■ 菊川⼯業会社概要 
菊川工業は 1933 年創業のオーダーメイドの⾦属建材メーカーです。
創業以来、時代をリードする建築物に果敢に挑戦しており、今年 2
月に竣工した「EQ House（六本⽊）」のデザインパネル工事などに
も参画しています。
[社 名] 菊川工業 株式会社  
[代 表 者] 宇津野 嘉彦 （うつの・よしひこ）
[所 在 地] 本 社：東京都墨⽥区菊川 2-18-12 

工 場：キクカワテクノプラザ/千葉県⽩井市中 98-15 
事 業 所：大阪、香港、ホーチミン

[設 ⽴] 1933 年 11 月 1 日 
[従 業 員 数] 202 名（2018 年 12 月 20 日現在） 

[U R L] https://www.kikukawa.com/ 
[関 連 会 社] キクカワタクト株式会

 ＜本件に関するお問合せは下記までお願いいたします＞ 
菊川工業株式会社 広報Web チーム  担当 ⽥部井、中村 
TEL：047-492-0144   E-mail：web@kikukawa.com 
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空調服着用の様子：フルハーネスにも対応 

贈呈式の様子：菊川社⻑宇津野（右）と菊和会役員 


